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例 5
3
以外の実数の全体を定義域とする関数 ψ を ψ(x) =

2

3x− 5
と定める．

微分係数の定義に直接従って，4 における関数 ψ の微分係数を調べる．

ψ(4+ h)−ψ(4) =
2

3(4+ h)− 5
−

2

3 · 4− 5
=

2

3h+7
−

2
7
=

14− 2(3h+7)

7(3h+7)

= −
6h

7(3h+7)
.

4 における関数 ψ の微分係数は

lim
h→0

ψ(4+ h)−ψ(4)

h
= lim

h→0

−
6h

7(3h+7)

h
= − lim

h→0

6

7(3h+7)



例 5
3
以外の実数の全体を定義域とする関数 ψ を ψ(x) =

2

3x− 5
と定める．

微分係数の定義に直接従って，4 における関数 ψ の微分係数を調べる．

ψ(4+ h)−ψ(4) =
2

3(4+ h)− 5
−

2

3 · 4− 5
=

2

3h+7
−

2
7
=

14− 2(3h+7)

7(3h+7)

= −
6h

7(3h+7)
.

4 における関数 ψ の微分係数は

lim
h→0

ψ(4+ h)−ψ(4)

h
= lim

h→0

−
6h

7(3h+7)

h
= − lim

h→0

6

7(3h+7)



例 5
3
以外の実数の全体を定義域とする関数 ψ を ψ(x) =

2

3x− 5
と定める．

微分係数の定義に直接従って，4 における関数 ψ の微分係数を調べる．

ψ(4+ h)−ψ(4) =
2

3(4+ h)− 5
−

2

3 · 4− 5
=

2

3h+7
−

2
7
=

14− 2(3h+7)

7(3h+7)

= −
6h

7(3h+7)
.

4 における関数 ψ の微分係数は

lim
h→0

ψ(4+ h)−ψ(4)

h
= lim

h→0

−
6h

7(3h+7)

h
= − lim

h→0

6

7(3h+7)



例 5
3
以外の実数の全体を定義域とする関数 ψ を ψ(x) =

2

3x− 5
と定める．

微分係数の定義に直接従って，4 における関数 ψ の微分係数を調べる．

ψ(4+ h)−ψ(4) =
2

3(4+ h)− 5
−

2

3 · 4− 5
=

2

3h+7
−

2
7
=

14− 2(3h+7)

7(3h+7)

= −
6h

7(3h+7)
.

4 における関数 ψ の微分係数は

lim
h→0

ψ(4+ h)−ψ(4)

h
= lim

h→0

−
6h

7(3h+7)

h
= − lim

h→0

6

7(3h+7)

= −
6

7 · lim
h→0

(3h+7)

= −
6

49
. 終



問2.7.2 7
4
以外の実数の全体を定義域とする関数 ϕ を ϕ(x) =

5

4x− 7
と定

める．微分係数の定義に直接従って，3 における関数 ϕ の微分係数を調べよ．

ϕ(3+ h)−ϕ(3) =
5

4(3+ h)− 7
−

5

4 · 3− 7
=

5

4h+5
− 1 =

5− (4h+5)

4h+5

= −
4h

4h+5
.

3 における関数 ϕ の微分係数は

lim
h→0

ϕ(3+ h)−ϕ(3)

h
= lim

h→0 h
= − lim

h→0

= −
lim
h→0

( )

= −
4
5
.



問2.7.2 7
4
以外の実数の全体を定義域とする関数 ϕ を ϕ(x) =

5

4x− 7
と定

める．微分係数の定義に直接従って，3 における関数 ϕ の微分係数を調べよ．

ϕ(3+ h)−ϕ(3) =
5

4(3+ h)− 7
−

5

4 · 3− 7
=

5

4h+5
− 1 =

5− (4h+5)

4h+5

= −
4h

4h+5
.

3 における関数 ϕ の微分係数は

lim
h→0

ϕ(3+ h)−ϕ(3)

h
= lim

h→0 h
= − lim

h→0

= −
lim
h→0

( )

= −
4
5
.



問2.7.2 7
4
以外の実数の全体を定義域とする関数 ϕ を ϕ(x) =

5

4x− 7
と定

める．微分係数の定義に直接従って，3 における関数 ϕ の微分係数を調べよ．

ϕ(3+ h)−ϕ(3) =
5

4(3+ h)− 7
−

5

4 · 3− 7
=

5

4h+5
− 1 =

5− (4h+5)

4h+5

= −
4h

4h+5
.

3 における関数 ϕ の微分係数は

lim
h→0

ϕ(3+ h)−ϕ(3)

h
= lim

h→0

−
4h

4h+5

h
= − lim

h→0

4

4h+5
= −

4

lim
h→0

(4h+5)

= −
4
5
. 終



[定理 2.7] 関数 f が定義域の実数 a において微分可能であるならば，f は a
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f(a+ h)− f(a)

h
h

}

= lim
h→0

f(a+ h)− f(a)

h
· lim
h→0

h = b · 0

= 0 .

よって lim
x→a

f(x) = f(a) なので，f は a において連続である． 終



　つまり，関数 f 及び f の定義域の実数 a について，

f が a において微分可能 ならば f は a において連続

である．しかしこの逆は必ずしも成り立たない：関数 f が a において連続で

あっても f が a において微分可能でないことがある．
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